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場に関するモデル化をおこない、短波長波の定常波力 3 成分の理論推定式を導いた。定常波力 3 成分を求める際の波
による定常圧力の積分範囲についても、船の操縦運動を考慮した積分範囲の定義を導いた。
第 3 章「船体動揺と定常波力に関する水槽実験」においては、波浪中において波との出会周期で変動する船体動揺
6 成分を拘束せずに定常波力 3 成分を計測するための波力測定装置の開発について述べ、水槽実験結果によって、本
装置が 6 自由度の船体動揺を大きく拘束せずに、設定した操縦運動状態を実現していることを確認した。また、斜航
状態における波動場の観察によって、斜航角が波動場に大きく影響を及ぼしていることを明らかにした。














1 )短波長波中を操縦運動する船体周りの流れ場と波動場に関するモデル化をおこない、船体に働く定常波力 3 成分
の理論推定式を導いている。
2 )波浪中において、波との出会周期で変動する船体動揺 6 成分を拘束せずに定常波力 3 成分を計測するための波力
測定装置を開発している。水槽実験結果によって、本装置が 6 自由度の船体動揺を大きく拘束せずに、設定した
操縦運動状態を実現していることを確認している。
3 )理論に基づく波力の推定計算結果と実験結果とを比較検討し、停止、斜航および旋回状態において、本理論によ
る推定計算法が、短波長域において妥当な定常波力 3 成分の推定値を与えることを示している。さらに、長波長
域においても、定常波力の 2 成分、左右力成分と回頭モーメント成分の推定に適用可能であることを示しているD
4) VLCC とコンテナ船を対象とした比較計算を実施し、波の定常圧力等の波動場を表す特性値の船長方向分布、
および定常波力 3 成分に、斜航角と旋回角速度に応じた船型影響が表れていることを定量的に明らかにしている。
また、斜航角を持って旋回する状態を対象に、短波頂および長波頂不規則波中における定常波力の特性を船型毎
に定量的に明らかにしている。
5 )波浪中の操縦運動は従来から困難な問題と考えられていたが、この課題を解決する理論及び実験の両面から大き
な一歩を切り開いている。
以上のように本論文は工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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